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背　　景
　赤外線を選択的に吸収する透明な無機ナノ粒子を開発し、窓ガラスのような無色透明の太陽電池や不可視の赤外セ
ンサーといったSF小説に出てくるようなデバイスの開発を行っています。

概要・特徴
　窓ガラスの代わりに使用できる無色透明な太陽電池の開発

技術内容
● 優れた熱線遮蔽能を有する新規ナノ粒子群の創成
● 赤外光で発電する無色透明な太陽電池の開発
● 太陽電池、光学式赤外センサーなど優れた熱線遮蔽
能を有する新規ナノ粒子群のデバイス化

● 新規ナノ粒子群の塗工技術（インクジェット、ロー
ルtoロールなど）

社会への影響・期待される効果
　未利用エネルギー資源である赤外域の太陽光（熱線）を有効利用するために、熱線を選択的に吸収して電力に変換す
る透明な太陽電池（発電ガラス）の開発を進めています。発電ガラスは、①発電によるエネルギー生産効果に加えて、
②熱線である赤外線を電力に変換する事に由来する省エネルギー効果（熱線遮蔽効果）を有するため、透明性を活かし
て窓ガラスの代替品として用いることで、省エネと発電の組み合わせで大きなCO2削減を実現できることが特徴です。
「街を森に！」をスローガンに、発電ガラスを搭載したビル群がエネルギーを産み出す未来の都市の実現を目指します。
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Transparent Solar Cell using Nanocrystals
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金属有機融合材料研究分野において開発中のナノ粒子
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